
2001年出上の木簡

片
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
の
推
測
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
文
字
は
上
半
部
で
は
左

側

一
部
を
欠
損
す
る
ほ
か
は
、
ほ
ぼ

一
行
全
体
が
残
り
、
下
半
部
で
は
右
側
半

分
を
欠
損
す
る
。
三
文
字
日
は
「秦
」
ま
た
は
「奈
」
、
五
文
字
目
は
リ
ッ
ト
ウ
が

残
り
、
「別
」
ま
た
は
「利
」
の
可
能
性
が
あ
る
。
下
半
部
に
は
「年
」
の
文
字
が
み

え
る
が
、
そ
の
上
下
は
数
字
で
は
な
い
。

以
上
六
点
の
木
簡
の
内
容
を
通
覧
す
る
と
、
人
名
と
思
わ
れ
る
記
載
の
あ
る

も
の
に
ω
Ｏ
の
二
点
が
あ
り
、
稲
東
に
関
す
る
記
載
の
あ
る
も
の
に
③
⑭
の
二

点
、
地
名
の
記
載
の
可
能
性
の
あ
る
も
の
に
い
の
一
点
が
あ
る
。
な
お
、
②
は

形
代
の
可
能
性
が
高
い
。
内
容
の
推
測
で
き
る
木
簡
か
ら
考
え
る
と
、
人
員
、

稲
束
の
管
理
に
関
わ
っ
て
作
成
さ
れ
た
木
簡
群
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
、
作
成

主
体
と
し
て
は
官
衡
が

一
つ
の
候
補
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

な
お
、
釈
文
は
志
賀
公
園
遺
跡
木
簡
検
討
会

（清
田
善
樹
・
玉
井
力
・
福
岡
猛

士∵

和
田
率

・
古
尾
谷
）
に
お
け
る
検
討
お
よ
び
渡
辺
晃
宏
氏
の
ご
教
示
を
踏
ま

え
、
古
尾
谷
が
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
の
内
容
は
軍
心
賀
公
園

遺
跡
』
（後
掲
）
一
六
七
―

一
七
四
頁
の
記
述
に
基
づ
く
。
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遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

。
自
然
流
路

遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
―
鎌
倉
時
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要
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遺
跡
は
、
矢
作
川
に
よ
っ
て

形
成
さ
れ
た
沖
積
低
地
の
微
高

地
上
に
立
地
す
る
。
河
川
改
修

工
事
に
伴
い
、
三
七
〇
〇
ポ
を

調
査
し
た
。

検
出
遺
構
は
、
弥
生
時
代
中

崎

期
、
弥
生
時
代
終
末
期
か
ら
古

岡

墳
時
代
前
期
、
お
よ
び
奈
良
時

　

‐

代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
ま
と
ま
り



が
確
認
で
き
、
中
心
と
な
る
の
は
弥
生
時
代
終
末
期
か
ら
古
墳
時
代
前
期
の
遺

構
で
あ
る
。
居
住
域
と
、
そ
の
周
辺
に
展
開
す
る
自
然
流
路
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
自
然
流
路
か
ら
は
、
弥
生
時
代
終
末
期
―
古
墳
時
代
初
頭
の
木
製
品
も
出

土
し
、
そ
の
中
に
は
未
製
品
も
多
数
含
ま
れ
る
。

奈
良
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
の
遺
構
は
、
土
坑

・
溝
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る

が
、
分
布
は
希
薄
で
性
格
が
判
明
し
な
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
木
簡
は
、

自
然
流
路
の
上
層
か
ら

一
点
出
土
し
た
。
伴
出
資
料
は
乏
し
い
が
、
奈
良
時
代

に
帰
属
す
る
可
能
性
が
高
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

硼
　
。
「
＜
春
春
春
秋
秋
尚
尚
書
書
律

〔
是
力
〕

。
「
＜
令
令
文
文
□
□
□
是
人

出
土
し
た
木
簡
は
、
四
書
五
経
の
書
名
な
ど
を
墨
書
し
た
習
書
木
簡
で
あ
る
。

上
端
の
一
部
と
下
端
が
折
損
し
て
い
る
以
外
は
、
ほ
ぼ
原
型
を
保
つ
。
表
面
で

い
う

「尚
」
と

「書
」
と
の
間
で
折
れ
た
状
態
で
出
土
し
て
い
る
が
、
こ
の
部

分
の
断
面
に
は
刃
物
の
痕
跡
が
観
察
で
き
、
キ
リ
オ
リ
に
よ
る
切
断
で
あ
つ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
木
簡
の
裏
面
左
側
に
は
文
字
面
の
剥
離
が
観
察
で
き
る
が
、

こ
の
段
階
で
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
な
ど
は
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
渡
辺
晃
宏
、
馬
場
基
、

市
大
樹
、
吉
川
聡
の
各
氏
か
ら
ご
教
示
を
得
た
。
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(デジタルカメラによる

赤外線撮影)




